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１（土） 春の火災予防運動 7日まで（消防） 17（月） 企画総務部会（コミ協） 

２（日） 西区防災訓練（消防） 18（火）  

３（月） 耳の日 19（水）  

４（火）  20（木）  

５（水）  21（金） 春分の日 

６（木）  22（土） 放送記念日 

７（金） 消防記念日 23（日） 世界気象デー 

８（土） 市地区会長研修会（青協） 24（月）  

９（日）  25（火） 電気記念日 

10（月）  26（水）  

11（火） 区県外研修（女性） 27（木）  

12（水）  28（金） 年少ﾘｰﾀﾞｰ研修会県外研修 30日まで（子連） 

13（木）  29（土）  

14（金） 記念講演会（公衛） 30（日）  

15（土）  31（月）  

16（日）    

団体略称名の見方  
体連  広島市学区体育団体西区連合会  

体指  西区(広島市)体育指導委員協議会  

女性  西区(広島市)女性団体連合会  

公衛  西区公衆衛生推進協議会  

青協  西区青少年健全育成連絡協議会 

 

更婦  西地区更生保護婦人会  

中推  広島中央交通安全運動推進隊  

西推  広島西交通安全運動推進隊  

地域  西区地域活動連絡協議会  

消防  西消防団  

 

民協  西区民生委員児童委員協議会  

子連  西区子ども会連合会 

Ｐ連  西区ＰＴＡ連合会  

老連  西区老人クラブ連合会  

保護  西地区保護司会  

●毎月1・10・20日は市民交通安全の日 ●毎月1日は自転車交通マナーの日 ●毎月17日は青少年の日 

3月 

 平成15年が始まったばかりの1月8
日に、恒例の介護教室が開かれまし

た。今回は｢ヘルパーさんのお仕事い

ろいろ｣と題しての講義です。ヘル

パーさんと家政婦さんとは、同じ仕

事ではあるのですが、違う事といえ

ば、家政婦さんは利用者個人の希望

によりする仕事のこと。ヘルパーさ

んは、介護保険の枠の中での仕事をすることだそう

です。まず利用者とケアマネージャーとでどういう

介護を希望するかをよく話合い（ここでの話し合い

をよくしておかないとトラブルのもとになるそうで

す）ヘルパーさんが利用者のところに派遣されて、

希望の介護を提供する。利用者とヘルパーさんとの

相性もあり、特技、性格などを把握しておかなけれ

ばいけないそうです。 

 ヘルパーのマネージメントする人の教育の徹底が

必要であると、講師の才崎先生がいわれました。ヘ

ルパーさんのする仕事の種類は、家事援助、身体介

護、複合介護、介護保険などが主な仕事です。利用

者のかたの状況はさまざまで、ただ仕事をすればよ

いというものではないそうです。生活の自立のため

にしている仕事なので、注意をしながら利用者の要

望にこたえなければいけませんが、利用者の要望

が、介護保険外のことでも、少々のことで、むげに

ことわりきれない場合も

あったりとか。ハンで押

したようにはできない事

もあるとかいろいろとあ

るそうです。聞けば聞く

ほどたいへんな仕事なん

だと思いました。 

広島市西区コミュニティ交流協議会だより  2003年3月号 №34 

       WEST21のホームページは 

    http://www.west21.gr.jp 

発行･編集 西区コミュニティ交流協議会 

広島市西区福島町二丁目２-１ 

 TEＬ (082)232-2111  E-mail： info＠west21.gr.jp 

 西区青少年健全育成連絡協議会

は、西区における青少年の健全な

育成を図ることを目的に、啓発行

事の開催や巡回指導など、年間を

通じて各種事業を実施していま

す。また、年に一度、各方面の現

場を訪れ、幅広い知識を吸収し活動に生かし

ています。今回は、地区会長ほか35名が参
加し、岡山少年鑑別所を施設見学しました。 

 平成15年2月27日（木）、午前9時すぎに西区役所前を
バスで出発し、山陽自動車道で岡山へ。約2時間で岡山
少年鑑別所へ到着。庶務課長の本田さん案内による施設

内の見学の後、所長の向田顕彦さんの講話をいただきま

した。向田さんは、「親は、“自分の子どもはこんな子でなくっちゃ”という“鋳型”を子

どもに押し付ける。親の期待に応えられない絶望感と裏返しの攻撃衝動が

出るのです。大人の“失敗”や“挫折体験”を話すことが大事です。」と

語られました。今回の施設見学に参加した己斐東地区青少協会長の光田さ

んは、「“入所している暴走族の少年へ向けて、門の前に仲間たちが集ま

り、クラクションなどで合図を送るので、警備を強化した。”という話を

お聞きし、このような形ではなく、このパワーが健全な成長に向くように

なればいいな、と思いました。」と感想をもらしていました。1時間半の見
学が終わり、一路広島へ。夕方5時の解散となりました。 

岡山少年鑑別所施設見学 

少年鑑別所の役割 

 少年鑑別所は概ね14歳以上20歳未満の非行を犯した
少年を家庭裁判所裁判官の決定により一定期間内（最

長8週間）収容して、その心身のありさまを調べ、今後
どうしたらその少年が立ち直れるのかを考える法務省

の施設です。また、子どもの問題及び心の問題でお悩

みの一般の方からの相談にも応じています。 

子どもの“心”が聴こえる大人に 
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 毎年恒例の「第15回ファミリーウオーキングIN
みささ」が平成15年2月2日（日）に開催されまし
た。三滝橋東詰河川敷で受付開始。コースは祇園大

橋、竜王橋間を一周します。レク・ポイントを楽し

みながら歩きます。今回は、百年前に横川～可部を

走った日本最初の国産乗合自動

車で、昨年夏に製作された三分の一サ

イズの模型バスも参加です。 

 きびしい寒さが続いている午前9時
半すぎ、それでも元気な親子たちはそ

れぞれファミリーウオーキングの出発

です。横向き歩きやリンボーダンスで

のレク・ポイントでは、お互いにその

しぐさを、笑いあいながら歩きます。

ところどころのポイントでは、お馴染

みのクイズが出題されています。その

前では、ああでもない、こうでもない

と人だかりになります。ジャンケ

ンゲームでは勝つとそのまま進め

ますが、負けると罰ゲームで、10メートル位違う方向
へ走って行かなければなりません。これも運動！運

動！ 

 ゲームやクイズで楽し

みながら約２時間、8000
歩くらいの歩きから帰っ

てきた親子づれたちは、

さっそくうどんに行列で

す。歩いてだんだんと暖かくはなりましたが、到着する頃す

こし雪がちらっとし、又ブルッ・・・熱々うどんは何よりで

無口になり、ひたすら食べます。クイズの正解者に賞品が渡

されてファミリーウオーキングの終了です。春が待ちどおし

い１日でした。 
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●西国街道ぶらり旅参加者募集 
 昔の面影を残す西国街道を一緒に歩いてみませんか？西

国街道ふれあいマップをもとに、己斐から草津までの歴史

的な名所を訪ねます。▼日時＝3月23日(日)午前9時（己斐
公民館集合）～午後3時（草津公民館解散）※参加者用の
駐車場はありません。（小雨決行）▼持ってくるもの＝昼

食、雨具、筆記用具など※マップは当日配付します▼参加

費＝200円▼申込＝3月14日(金)までに、参加費を添えて、
区内の各公民館へ。先着120人（小学生以下は保護者同
伴）▼問合＝区政振興課(℡232-2111内線234)、区内各公
民館へ。茶道上田宗箇流家元の庭園見学（希望者抽選30
人）昔の遊び体験、篠笛と琴のミニコンサートなど楽しい

行事もいっぱいあるよ！歴史上のあの人も登場！？ 

●ふるさと特派員大募集 
 魅力いっぱいの西区、みなさんで情報発信

を！海・山・川の自然や歴史とふれあえるま

ち、人々が行き交いにぎわいのあるまち、そ

んな魅力あふれる西区の地域情報を発信して

みませんか？▼対象・活動内容＝区内在住

で、ボランティアとして区内の地域情報の取

材（ホームページなどにより情報発信しま

す）と毎月１回程度の運営会議に参加できる

人▼募集人数＝40人程度 ▼活動期間＝3年
程度▼申込・問合＝3月20日(木)までに電話
で区政振興課(℡232-2111 内線234)へ。 

事務局よせあつめ情報 

●芸予地震から2年 
 まもなく芸予地震から2年が経とうとしています。三篠小学校において防災訓練を実施する予
定です。大規模地震による被害を想定し、生活避難場所の開設、人命救助訓練などを行うほか、

消火や地震体験コーナーなどもあります。３月２日（日）午前９時半～正午（少雨決行）。 

 高須の旧山陽道沿いに、ビルの一角を削るよ

うにして地蔵堂が建っている。お堂の前の古い

道しるべには｢これよりぢぞう道｣ とある。こ

の地蔵は、山の手にある福蔵寺への道案内を務

めてきた。 

 寺の本尊は安産に霊験あらたかで、江戸時代には近郷

からの参拝が絶えなかった。古くから参道入り口に座り

続けてきた地蔵は、そのにこやかで温かみのある丸い顔

と前掛け姿で、行き交う旅人の心をなごませてくれた。 

 地蔵信仰は、病気や悪霊から人を守るという道祖神と

も結び付いて、庶民の間に広まっていった。 

 昔は、道端や村境などで必ずお目にかかることができ

た。庶民の願いや哀歓が石に刻まれ、伝承され、生活の

中に溶け込んできた。 

 地蔵を婚礼に担ぎ込む風習もその一つだ。お嫁さんが

家にどっしりと腰を据えることを願ったものだ。ここの

お地蔵さんも方々の婚礼の席に運び込まれた。｢重いので

四人で担いだもんですよ。わたしらの結婚式にも何体も

運び込まれました。結婚して二十八年ですが、この時が

最後になりました」と近所の人は、感概深げに語る。 

 地蔵堂は、地元の人々によって新しく建て替えられ、四季折々の草花が絶えな

い。毎年八月下旬には、子供を集めての祭りも行われるという。 

 いまここに立って、お地蔵さんのやさしい目を見ていると、遠いふるさとに出

会ったようで、懐かしさがこみ上げてくる。（公文書館） 
 

                  広報紙「広島市民と市政」昭和58年 7月 1日号から 

お地蔵さん 高須三丁目にて 


